
表6－2－1 熊野町内のラヂオ・テレ  

ビ等設置数（昭和32年）  

メ
ー
ト
ル
の
盆
地
に
住
む
二
千
二
百
戸
一
万
弱
の
人
々
は
百
余
年
の
伝
統
を
生
か
し
、
全
国
の
畢
生
産
高
の
九
割
を
か
せ
ぐ
。
年
間
 
 

に
は
十
億
円
の
金
が
毛
の
先
か
ら
し
た
た
り
落
ち
る
勘
定
だ
。
一
戸
当
り
わ
ず
か
三
反
の
耕
地
面
積
な
が
ら
町
民
を
あ
げ
て
わ
が
 
 

概
観
 
 部  落  ラ ヂ オ  テ レ ビ  電 話   

奥   地   143   4   

出 来 庭   243  1  13   

中   溝   519   22  103   

萩   原   274  14   

城 之 掘   217  1  10   

初   押   85  2   

新   宮   175  2   

川角、平谷   103   

計   1，759   25  148   
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「
お
寺
と
医
者
以
外
は
町
を
あ
げ
て
の
筆
作
り
の
町
、
安
芸
郡
熊
野
町
は
、
広
島
市
か
ら
パ
ス
で
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
 
 

る
。
こ
の
町
は
み
ご
と
な
ほ
ど
、
筆
一
本
で
立
っ
て
い
る
。
五
、
六
百
メ
ー
ト
ル
の
山
々
に
因
ま
れ
た
標
高
二
百
五
十
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業
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済
 
 

備考1 昭和32年7月1日現在の数字を掲げ  

た。  

2 電話は二者共同加入6台を含む。  

『筆の町難野羞』より  

世
の
春
を
う
た
っ
て
い
る
。
」
（
昭
和
三
十
三
年
一
月
十
六
日
『
山
陽
新
 
 

聞
』
）
 
「
打
続
く
好
景
気
に
、
山
合
い
に
は
珍
し
い
立
派
な
家
並
み
 
 

を
残
し
、
家
の
中
は
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
電
気
製
品
が
他
の
家
具
と
 
 

調
和
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
新
築
中
の
家
も
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
 
 

る
こ
の
町
は
、
ま
た
安
芸
郡
内
で
た
だ
一
つ
の
芸
妓
が
存
在
す
 
 

る
。
他
府
県
か
ら
来
る
商
人
を
接
待
す
る
た
め
、
と
い
う
表
向
き
 
 

の
理
由
の
ほ
か
に
、
ゆ
と
り
の
あ
る
町
の
人
も
よ
く
遊
ぶ
せ
い
ら
 
 

し
い
。
」
（
同
上
）
。
 
 
 

熊
野
町
は
、
つ
と
に
筆
の
都
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
全
 
 

国
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
高
度
成
長
の
は
じ
ま
る
時
期
で
あ
り
、
ミ
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蓑6－2－2 熊野町の就業構造（昭和25年）  

職  業  計  男   性  
第
六
章
 
現
 
 

専 門 的 技 術 的職業  
管 ］翌  的  職  業  
事  務  従  業  者  
販  売  従  業  者  
農夫、伐木夫その他類似業  
採  石  業  
運  輸  業  
生産工程従事者及特殊技能工  
単 純  労  働  者  
サ ー  ビ ス 職 業  

104人（2．3％）   

11（0．2）  

139 （3．1）   

319 （7，2）  

2，240（50．6）  

4 （0．1）   

31（0．7）  

1，400（31．6）  

128 （2．9）   

54 （1．2）  

4
 
1
 
6
 
 

2
 
1
 
0
 
 
1
 

一
1
8
 
1
0
 
2
6
 
 

7
 
 

4，430（100．0）   2，503  

昭和25．10．1施行の国勢調査  

昭和34年2月『撃の町熊野詰』による  

が
み
ら
れ
る
昭
和
四
十
年
代
以
降
ま
で
は
、
大
体
六
〇
 
 

〇
〇
～
九
〇
〇
〇
人
程
度
で
、
あ
ま
り
急
激
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
国
 
 

勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
、
本
町
の
人
口
は
六
五
 
 

六
〇
人
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
七
五
一
〇
と
七
千
人
台
。
昭
和
二
 
 

十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
九
三
五
五
人
と
な
っ
て
か
ら
昭
和
四
十
年
（
一
 
 
 

ッ
チ
ー
・
ブ
ー
ム
や
東
京
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
の
開
催
準
備
、
力
道
山
の
プ
 
 

ロ
レ
ス
放
映
な
ど
、
テ
レ
ビ
の
上
映
さ
れ
て
い
る
電
機
店
の
店
先
や
喫
 
 

茶
店
な
ど
に
黒
山
の
人
だ
か
り
が
目
撃
さ
れ
る
こ
ろ
、
す
で
に
熊
野
町
 
 

内
の
家
々
に
は
テ
レ
ビ
が
そ
な
え
ら
れ
て
い
た
。
筆
づ
く
り
産
業
に
よ
 
 

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
本
町
の
面
目
が
、
こ
こ
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
 
 

ぼ
町
内
を
営
業
域
と
す
る
、
文
字
通
り
の
零
細
な
地
場
産
業
に
と
ど
ま
 
 

象
徴
的
な
光
景
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

筆
づ
く
り
以
外
に
は
、
と
く
に
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
は
存
在
し
て
い
 
 

な
い
。
そ
の
他
の
産
業
や
事
業
は
ご
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ほ
 
 
 

っ
て
い
る
も
の
が
、
大
部
分
で
あ
る
。
な
お
、
撃
製
造
の
経
営
状
況
等
 
 

に
つ
い
て
ほ
、
次
章
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
参
 
 

照
さ
れ
た
い
。
 
 

就
業
構
造
 
 

熊
野
町
の
人
口
は
、
県
営
熊
野
団
地
へ
の
大
量
の
流
入
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業
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図621 餞脚†‖勺の唯一の旅酢  

九
六
五
）
の
九
三
八
七
人
ま
で
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
九
千
人
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
昭
 
 

和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
本
町
の
人
口
は
九
四
七
九
人
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
男
性
四
 
 

室
ハ
一
人
、
女
性
四
九
一
八
人
で
、
二
一
五
九
世
帯
と
あ
る
。
一
戸
当
た
り
平
均
四
・
 
 

四
人
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
こ
ろ
ま
で
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
就
業
梢
造
に
も
大
 
 

き
な
変
化
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
本
町
の
職
業
別
就
業
構
造
を
み
る
と
（
表
 
 

6
－
2
．
1
2
）
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
農
林
業
関
係
と
、
製
繁
閑
係
が
圧
倒
的
に
多
く
、
 
 

全
体
の
お
よ
そ
八
割
強
を
占
め
て
お
り
、
本
町
の
伝
統
的
な
就
業
構
造
の
様
子
が
よ
く
 
 

う
か
が
え
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
以
降
の
町
内
在
住
人
口
は
、
県
営
団
地
の
出
現
等
に
と
も
 
 

な
う
広
島
市
域
の
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
急
増
す
る
。
町
内
在
住
者
 
 

昭和40  50  55年  

図6¶2－2 熊野町の産業別  

就業者（国勢調査）  

の
就
業
構
造
に
も
、
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
の
影
響
が
反
映
さ
れ
る
 
 

よ
う
に
な
る
。
昭
和
四
十
年
か
ら
同
五
十
五
年
ま
で
の
一
五
年
間
で
、
 
 

就
業
人
口
は
四
九
四
五
人
か
ら
一
万
〇
三
八
二
人
へ
と
二
倍
以
上
に
増
 
 

大
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
農
林
業
就
業
者
の
激
減
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
お
 
 

よ
び
卸
・
小
売
業
の
就
業
者
の
増
加
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
る
。
全
体
的
傾
 
 

向
と
し
て
は
、
第
一
次
産
業
の
急
速
な
減
少
と
第
三
次
産
業
の
急
増
が
 
 

み
と
め
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
全
国
的
傾
向
と
共
通
し
て
い
る
。
同
時
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蓑6－2－3 熊野町の産業別就業者  

昭和40年   国  伸び（5机0）  （55／5D）  （55／40）   

茅屋  
水  産  業  2（D．0）  2（0．D）  4（D．0）  0．0  10D．0  】OD．0  

次芙   計   し352（27．3）  565（6．5）  394（3．8）  △ 58．2  △ 30，3  △ 70．g   

第産  鉱・建 設 業  162（3．3）  629（7．2）  803（7．7）  288．3  27，丁  395．7   

製  造  業  2．189（44．3）  3′931（45．0）  4，653（44．8）  79．6  18．4  l12．6  

次業  計   2，3引（47．6）  4．56D（52．2）  5．456（52．6）  94．0  19．6  132．l   

卸  小 売 業  523（川．6）  ，424（r6．3）  し836（17．7）  172．3  28．9  Z引．l  

金融・保険・不動産業  53（l．り  193（2．2）  22】（2．り  264．2  14．5  317．0  
第産  

運掛通信・電気・ガス  276（5．6）  610（7．0〉  7引（7，2）  」2l．D  23．l  l了2．l   

サ ー ビ ス 業  293（5，9）  g72（Ll．1）  】．290（12．4）  23l．7  32．丁  340，3  
次業                     公  務  95（l．9）  367（4．2）  433（4．2）  286．3  18．0  355．8  

計   l－240（25．り  3．566（40．8）  4′531（43．6）  187，6  27．l  265．4   

分 頸 万 能  2（0．0）  44（0．5）  l（0，0）  △ 97．7  △ 50．0   

合  計   4′945（100．0）  8－735（】OD．0）  lれ38Z（JOD．D〉  76．6  18．ヨ  109．9   

第
六
筆
 
硯
 
 
 
代
 
 

査
 
 

調
 
勢
 
 

国
 
 に
、
熊
野
町
の
場
合
に
は
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
第
二
 
 

次
産
業
の
就
業
者
数
も
着
実
に
増
大
し
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
一
万
人
余
の
就
業
者
の
 
 

内
訳
に
つ
い
て
み
る
と
、
雇
用
者
七
一
二
五
人
、
雇
人
の
 
 

な
い
業
主
一
七
九
〇
人
と
両
者
で
、
全
体
の
約
八
六
％
に
 
 

な
り
、
と
く
に
前
者
が
六
八
％
を
し
め
て
い
る
。
つ
い
で
 
 

多
い
の
が
家
族
従
業
者
（
全
体
の
八
％
）
で
あ
る
。
 
 
 

製
造
業
の
就
業
者
は
四
六
五
三
人
（
う
ち
女
性
一
七
五
 
 

五
人
）
で
あ
る
が
、
雇
用
者
六
七
・
二
％
、
雇
人
の
な
い
 
 

業
主
二
一
・
三
％
、
家
族
従
業
者
六
・
五
％
で
あ
り
、
雇
 
 

人
の
な
い
業
主
や
家
族
従
業
者
が
他
の
産
業
に
比
し
相
対
 
 

的
に
多
い
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
女
性
に
よ
っ
て
 
 

し
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
 
 
 

卸
・
小
売
業
一
八
三
六
人
は
、
雇
用
者
六
一
・
八
 
 

％
、
雇
人
の
な
い
業
主
一
四
・
四
％
、
家
族
従
業
者
一
 
 

四
・
五
％
で
あ
る
が
、
雇
人
の
あ
る
業
主
も
一
〇
二
人
 
 

（
五
こ
ハ
％
）
と
他
の
産
業
に
比
し
比
較
的
多
数
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
こ
の
産
業
に
お
け
る
女
性
就
業
者
八
四
一
人
の
う
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蓑6－2－4 熊野町の産業別・職種別就業者（昭和55年）  

（人）  

総  数  雇用者  役  艮  雇人のあ る業主  雇人のな い業主  家族従 業者   
第1次 産 業   

394 （174）  ＊＊15 （0）    4  264 （68）  113 （104）   

第2次産業  

＊うち製造業  5，456  3，652  180   166  1，093  365  
第3次産業  119   170   433  350  

（1，753）  （1，242）   （17）   （31）  （167）  （296）  

着うち卸・小売業  68   102   264  267  

（841）  （504）   （12）   （15）   （87）  （223）  

＊サービス業   997   26   52   146   69  

（634）  （474）   （2）   （16）   （79）  （63）   

＊の小計 合計に占める割合  7，779  5，261  228  251  1，402  637   （3，230）  （1，733）  （40）  （43）  （S71）  （543）   74．9％  73．8  76．3  73．8  78．3  76．9   
A  計  299   340  1，790  828  

（3，785）  （2，054）   （50）   （44）  （940）  （697）  

女性の割合   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 
 

（）は内数で女性、＊＊は17（2）か？  査
 
 

調
 
勢
 
 

国
 
 
 
ち
、
雇
用
者
五
九
・
九
％
、
家
族
従
業
者
 
 

二
六
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
野
 
 

で
の
女
性
の
就
業
機
会
が
相
対
的
に
多
い
 
 

こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

サ
ー
ビ
ス
業
〓
一
九
〇
人
は
、
一
雇
用
者
 
 

七
七
二
二
％
、
雇
人
の
な
い
業
主
一
一
・
 
 

三
％
で
あ
る
。
女
性
の
み
に
つ
い
て
み
る
 
 

と
六
≡
四
人
の
う
ち
、
雇
用
者
七
四
・
八
 
 

％
、
雇
人
の
な
い
業
主
一
二
・
五
％
、
家
 
 

族
従
業
者
九
・
九
％
で
、
男
女
と
も
に
雇
 
 

用
者
の
し
め
る
割
合
が
相
対
的
に
高
い
点
 
 

に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

熊
野
町
内
に
お
け
 
 
事
業
所
・
従
業
者
 
 

る
事
業
所
と
そ
の
 
 

従
業
者
の
様
子
は
ど
う
で
あ
る
か
を
次
に
 
 

み
て
お
こ
う
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
 
 

六
）
 
こ
ろ
の
資
料
で
み
る
と
、
製
造
業
が
 
 

三
三
七
事
業
所
（
従
業
者
数
K
一
四
人
）
で
一
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回6－2－3 熊野町の産業別・職種別就業者  
昭和55年国勢調査  

図6－2－4 筆製造工場の1つ  
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第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

44年  53年  

図6－2－6 熊野町の産業別事業所  
従業者 事業所統計  

昭和44  53  56早  

図6－2－5 熊野町の事業所数  

事業所統計  

表6－2－5 熊野町の産業別事業所数  

昭和44年   
53   56   

停示専「 （56／44）   

趣 林 水 産 業   1（0．2）   2（0．3）  2（0．3）  100．0％   
鉱 ・ 建  設   業   32（6．2）   45（7．5）   44（6．8）  37．5   

製  造  業   220（42．5）  160（26．6）  154（23．7）  △ 30．0   
小  計   252（48．7）  205（34．1）  198（30．4）  △ 21．4   

卸・ 小  売  業   172（33．3）  259（43．1）  298（45．8）  73．3   
金融・保険・不動産業   2（0．4）   5（0．8）   7（1．1）  250．0   

運輸・通信・電気・ガス   7（1．3）   13（2．2）   10（1．5）  42，9   
サ ー   ビ ス 菜   68（13．2）  110（18．3）  129（19．の  89．7   
公  務   15（2．9）   7（1．2）   7（1．1）  △ 53．3   

小  計   264（51．1）  394（65．6）  451（69，3）  70．8   

A  計   517（100．0）  601（100．0）  651（100．0）  25．9   
事業所統計  
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表6－2－6 熊野町の産業別従事者数  

53  56  伸び率 （56／44）   

5 （0．1）  6 （0．2）  50．0％   

268 （7．4）  256 （6．7）  98．4   

1，393（3臥5）  1，437（37．6）  62．2   

1，661（45．9）  1，693（44．3）  66．8   

898（24．8）  992（26．0）  107．5   

60 （1．7）  85 （2．2）  240．0   

169 （4．7）  178 （4．7）  31．9   

647（17．9）  743（19．5）  181．4   

176 （4．9）  122 （3．2）  △ 1．6   

1，950（54．0）  2，120（55．5）  106．6   

3，616（100．0）  3，別9（100．0）  86．7   

昭和44年  

第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 
 

製  造  業   

鉱・建  設  業           小      計  

129 （6．3）   

886（43．3）  

1，015（49．6）  

卸・ 小  売  業  
金融・保険・不動産業  
運輸・通信・電気・ガス  
サ ー   ビ ス 菜  
公  務   
小  計   

478（23．4）   

25 （1．2）  

135 （6．6）   

264（12．9）  

124 （6．1）  

1，026（60．2）  

A  計l2，045（100・0）  
事業所統計  

平
 
均
 
 
 

公
共
企
業
体
等
 
 
 

サ
ビ
ス
棄
 
 
 

運
輸
・
通
信
・
電
気
・
ガ
ス
 
 
 

金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
 
 
 

却
・
小
士
冗
‖
薫
 
 
 

製
 
性
迫
 
公
禾
 
 
 

鉱
・
建
設
業
 
 
 

農
林
水
産
業
 
 

図6－2－7 熊野町の一事業所当たり従業  
者数 事業所統計  
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蓑6－2－7 熊野町の事業所当り従業者数  

昭和44年 1  53  

第
二
節
 
産
業
・
経
餌
 
 
 

4．0人  2．5  
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卸 ・ 小  売  業  
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運輸・通信・電気・ガス  
サ ー   ビ ス 業  
公  務   
小  計  

ハ
B
 
5
 
3
 
9
 
3
 
9
 
 

2
 
2
 
9
 
3
 
黒
U
 
3
 
 

5
 
（
U
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U
 
9
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3
 
1
 
0
0
 
〔
ハ
）
 
4
 
7
 
 

3
 
2
 
7
 
5
 
7
 
■
4
 
 

合  計  

事業所統計  

番
多
く
、
つ
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
四
六
（
三
一
四
）
、
建
設
業
三
九
（
四
九
）
、
 
 

金
融
保
険
四
（
五
一
）
、
運
輸
通
信
四
（
四
〇
）
、
不
動
産
業
お
よ
び
電
気
ガ
 
 

ス
が
そ
れ
ぞ
れ
一
（
エ
で
あ
っ
た
雛
鳥
順
順
闘
誹
短
靴
謡
刷
鎧
。
一
事
業
 
 

所
当
た
り
の
従
業
者
は
、
金
融
保
険
、
運
輸
通
信
の
一
二
な
い
し
一
〇
人
 
 

を
別
と
す
れ
ば
、
一
な
い
し
二
人
程
度
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
年
代
以
降
の
熊
野
町
内
に
お
け
る
事
業
所
お
よ
び
そ
の
従
 
 

業
者
の
推
移
は
、
衰
6
1
2
－
5
・
6
に
示
さ
れ
て
い
る
。
卸
・
小
売
 
 

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
所
な
ら
び
に
従
業
者
数
の
こ
の
間
の
増
加
と
 
 

と
も
に
、
金
融
保
険
・
不
動
産
業
の
急
成
長
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
 
 

第
一
次
お
よ
び
第
二
次
産
業
の
凋
落
な
い
し
伸
び
悩
み
に
対
し
て
、
第
 
 

三
次
産
業
の
急
成
長
ぶ
り
が
明
ら
か
に
読
み
と
れ
る
。
 
 

一
事
業
所
当
た
り
の
従
業
者
数
は
、
運
輸
・
通
信
・
電
気
∵
ガ
ス
・
 
 

金
融
・
保
険
・
不
動
産
を
別
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
数
人
の
規
模
で
あ
 
 

り
、
全
体
平
均
で
み
て
も
昭
和
四
十
四
年
四
・
〇
人
、
同
五
十
六
年
 
 

五
・
九
人
で
あ
っ
た
（
表
6
2
－
7
）
。
と
り
わ
け
卸
・
小
売
業
、
サ
 
 

ー
ビ
ス
業
は
、
農
林
水
産
業
と
と
も
竺
て
ノ
六
人
程
度
の
構
成
と
な
っ
 
 

て
い
る
。
零
細
規
模
の
事
業
所
が
大
部
分
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
 
 

に
も
う
か
が
え
る
。
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闇所l，437人 Z98所g92人  ＝6所438人 56綿〒2′867人 627所3．341人  

第
六
茸
 
現
 
 

代
 
 

小
売
業
 
 

左
の
小
計
 
 

サ
ー
∴
巳
ス
 
 

図6－2－8熊野町の規模別事業所・従業者の構成（民営、昭和56年）  

事業所統計より作成   

町
内
の
規
模
別
の
事
業
所
・
従
業
者
の
構
成
を
示
し
た
の
 
 

が
図
6
1
2
－
8
お
よ
び
蓑
6
－
2
1
8
・
9
で
あ
る
。
全
 
 

体
的
に
は
、
事
業
所
の
九
七
％
ほ
三
〇
人
未
満
で
あ
り
、
し
 
 

か
も
全
体
の
四
分
の
三
の
事
業
所
は
四
人
未
満
で
あ
る
。
全
 
 

従
業
者
の
四
分
の
三
は
三
〇
人
未
満
の
事
業
所
に
、
全
体
の
 
 

三
分
の
一
は
四
人
未
満
の
事
業
所
に
従
業
し
て
い
る
。
 
 
 

製
造
業
で
は
、
事
業
所
に
つ
い
て
は
三
〇
人
未
満
が
九
四
 
 

％
（
四
人
未
満
が
五
六
％
）
、
従
業
者
に
つ
い
て
は
同
じ
く
六
 
 

三
・
五
％
（
一
七
・
五
％
）
で
あ
る
。
製
造
業
は
、
他
の
産
業
 
 

と
の
対
比
か
ら
み
れ
ば
、
三
〇
人
以
上
規
模
の
従
業
者
の
割
 
 

合
が
高
く
、
四
人
未
満
の
そ
れ
が
低
い
。
つ
ま
り
、
比
較
的
 
 

大
規
模
な
も
の
と
零
細
な
規
模
の
も
の
と
の
間
で
の
階
層
的
 
 

分
化
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

卸
・
小
売
業
で
は
、
全
事
業
所
の
九
八
二
二
％
が
三
〇
人
 
 

未
満
（
八
七
・
九
％
が
四
人
未
満
）
で
、
圧
倒
的
部
分
が
零
細
な
 
 

規
模
と
な
っ
て
い
る
。
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
八
〇
％
（
五
 
 

四
・
八
％
）
で
、
．
こ
こ
で
は
三
〇
人
以
上
規
模
と
四
人
未
満
規
 
 

模
と
の
間
に
階
層
の
分
化
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
数
の
比
較
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表6－2－8 熊野町の規模別事業所（昭和56年）  

国・公共企業体  
合計（民 営）  30人未満  （うち4 人未満）  30人以上   地方公共団体   

1   第1 次 産 業   口 （100．0）   1 （100．0）   四 （100．0）  
第2次産業  
＊うち製造業   198  189  （106）  9     （100．0）  （95．5）  （53．5）  （4．5）   154  145  （87）  9   （100．0）  （94，2）  （56．5）  （5．8）   
第3次産業  428   421  （353）   

＊うち卸・小売業  298   293  （262）   
（100．0）  （98．3）  （87．9）  （1．7）  

＊うちサービス業  116   116   （91）  

（100．0）  （100．0）  （78．4）  

7  23 13   （100．0）  （98．4）  （82．5）  （1．6）         5  
13  ＊の  合  計  568  554  （440）  14     （100．0）  （97．5）  （77．5）  （2．5）   

合  計   
627  611  （463）  16   

24  

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

事業所統計  

表6－2－9 熊野町の規模別従業者数（昭和56年）  
国・公共企  

営）   

2   合計（民   1～4人  5′〉9  10～19  20～29  30以上   業体地方公 些塾昼＿  第1次 産 業   4 （100．0）   4 （100．0）  
第 2 次 産 業  1693  286   

284  454  144  525     （10bo）  （169）  （168）  （26．8）  （8．5）  （31．0）  ＊うち 製 造 業  1437  252  165  371  124  525   （10b．0）  （17．5）  （1l．5）  （25．8）  （8．6）  （36．5）   
第 3 次 産 業  1644  743  241  313   

992  544  144   76   21   

＊うちサービス業   438  89   84  137   49  298  476   （10bo）  （452）  （147）  （19．0）  （3．0）  （18．1）  ＊うち卸・小売業            207     （1000）  （548）  （14．5）  （7．7）  （2．1）  （20．9）      i      28    305   （100．0）  （43．2）  （19，2）  （31．3）  （6．4）   
305  ＊の  合  計  2867  985  393  584  173  732     （10b．0）  （34．4）  （13．7）  （20．4）  （6．0）  （25．5）   

合   767  193  823  478  計  3341  1033  525           （10ら．0）  （3ら．9）  （15．7）  （23．0）  （5．8）  （24．6）   
事業所統計  
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図612一丁O 電器部品工場   

工業は、軍産業が中心になっていたため、  

積極的に工場を誘致しなかったことや、交通  

の不便さなどにより、はとんどが小規模な企  

業です。今後は産業の多様化を図り、町勢に  

活力を求めるため、筆産業との調和、地域の  

環境保全に配慮しつつ成長産業の誘致に努め  
ます。   

商業ほ、はとんどが小規模な小売業で、ス  

ーパーなどと共存できるだけの経営基盤を確  
保するた捌こ、店舗の共同化、協業化、駐車  

場、休憩施設などの必要に迫られています。  

図6219  熊脚り－困の餞造牒  

的
大
き
な
規
模
へ
の
従
業
者
の
集
中
化
と
、
多
数
の
零
細
規
模
 
 

の
事
業
所
へ
の
分
散
化
（
四
人
未
満
規
模
層
へ
の
集
中
）
が
、
こ
の
 
 

産
業
の
構
成
的
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は
、
事
業
所
は
す
べ
て
三
〇
人
未
満
 
 

規
模
（
四
人
未
満
七
八
・
四
％
）
で
、
お
し
な
べ
て
規
模
は
小
さ
 
 

い
。
従
業
者
は
、
一
〇
人
未
満
で
六
二
■
四
％
（
四
人
未
満
四
 
 

三
二
一
％
）
で
、
一
〇
～
二
〇
人
規
模
と
四
人
未
満
層
へ
の
集
中
 
 

化
現
象
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

町勢要覧より  

そ
の
こ
と
ほ
、
本
町
に
お
け
る
製
造
業
の
 
 

様
子
を
み
る
と
き
わ
め
て
明
ら
か
に
な
 
 

る
。
昭
和
三
十
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
戦
前
 
 

か
ら
の
産
業
構
造
の
基
本
は
本
町
に
お
い
 
 

て
は
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
 
 

る
。
い
ま
、
昭
和
三
十
年
代
の
製
造
業
の
 
 

内
訳
を
み
る
と
、
食
料
、
木
材
、
紙
、
印
 
 

刷
、
金
属
の
一
〇
余
事
業
所
を
除
け
ば
、
 
 
 

製
造
業
 
 
熊
野
町
に
お
け
る
産
業
は
伝
 
 

統
的
に
筆
づ
く
り
で
あ
る
。
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蓑6－2【10 熊野町における製造業の事業所数とその内訳（昭和30～40年）  

盲姦所数一食料   木 材  紙  印  刷  金  属  その他   

昭和30年   336   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

工業統計調査結果報告   

蓑6－2－11熊野町における製造業の従業者数、製造品出荷額等（昭和30～40年）  

従業者数（人）  警莞許荷開l讐㌍用折等l藁葺差当たり莞   

昭和30年   593   9，122   1．8   

34   726   6，544  1．8   

35   689   7，771  1．8   

36   666   9，738  2，638  1．8   

37   647   15，543   5，291   1．8   

38   664   19，883   5，953   1．8   

39   673   21，285   8，610   1．8   

40   713   44，804   20，687   1．g   

工業統計調査結果報告  
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大
体
六
〇
〇
～
七
〇
〇
人
の
規
模
で
あ
ま
り
大
き
な
変
動
は
な
い
。
 
 

筆
づ
く
り
は
、
産
業
と
し
て
も
比
較
的
順
調
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
 
 

が
こ
こ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
従
業
者
は
、
事
業
所
当
た
り
二
人
未
 
 

満
で
あ
り
、
家
内
工
業
的
な
就
業
構
造
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
 
 

れ
る
。
 
 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
本
町
の
ば
あ
い
は
筆
づ
く
り
で
あ
る
。
従
業
者
も
ー
 
 

一
二
百
数
十
事
業
所
の
「
そ
の
他
」
が
圧
倒
的
比
重
を
し
め
て
い
る
。
 
 

「
そ
の
他
」
の
項
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
 
 

第
六
茸
 
現
 
 
 

昭和41 43 47 49 53 55 56年  

図6－2－11熊野町の製造業の推移  
工業統計調査結果報告より作成  

2－12 熊野町の製造業一従業者数－  

昭和41年  43l47   49  53  55】56   
食   料   品   14   22   23   18   23   26   32   
木 材・木 製 品   十  ↑  44   93   88  107   99   

家 具・装 備 品  ↑   ↑   22   41   方   
パルプ・紙・紙加工  十  A：  ズ   12   19   20   イ   
出  版  印  刷   ∬  十  イ   ∫  十   イ   ズ   
化学、窯業・土石  ∬  ∬  イ  
非鉄金属  ガ  
金  属  79  60  92                    114   

一  般 校 械  122  

電  桟  ↑   ↑   ∬  121   
輸 送 機 枕  56  

そ  の  509  ★  659  603   

A     計  614  664  950  1，028  1，262  1，362  1，386   
化学（47、53年）、窯業・土石（55、56年）、∬は秘匿数値を示す   

工実統計調査結果報告  
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表6－2－13 熊野町の製造業一事業所数一  

1軍和41l43l45L47  
第
二
節
 
産
業
・
経
済
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出  版  印  刷  
化学、窯業・土石  

非 鉄 金 属  
金  属  
一 般 校 械  
屯  機  
輸 送 機 械  
そ  の  他  

ェ
 
1
一
8
1
1
 
3
 
7
4
1
 
 

337い87い85l140l140  

化学（47、51、53年）、窯業，土石（55、56年）  工業統計調査結果報告  

表6－2－14 熊野町の製造品出荷頒等  

（万円）  

化学（47、51、53）、窯業・土石（55、56年）、∬ほ秘匿数値  工業統計調査報告   
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現
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肘
中
町
 
 

海
田
町
 
 
 

瀬
野
川
町
 
 

船
延
町
 
 

安
芸
町
 
 

阿   矢  
戸   野  
町   町  

図6－2－121口安芸郡内の産業別就業者構成（昭和50年、％）国勢調査   

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
熊
野
町
に
お
け
る
筆
づ
く
り
の
事
業
所
と
し
て
の
数
 
 

は
い
ち
じ
る
し
く
減
少
す
る
。
し
か
し
、
従
業
者
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
減
少
 
 

せ
ず
大
体
五
〇
〇
～
六
〇
〇
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
般
機
械
や
輸
送
 
 

機
械
、
電
機
等
の
事
業
所
の
進
出
も
こ
の
期
間
に
み
ら
れ
る
。
筆
づ
く
り
の
事
 
 

業
所
で
は
、
こ
の
間
に
だ
ん
だ
ん
と
零
細
な
も
の
の
消
滅
の
一
方
で
、
規
模
の
 
 

矢
野
町
 
 

阿
戸
町
 
 

び
瀬
野
川
町
 
 

船
越
町
 
 

安
芸
町
 
 

坂
 
町
 
 

熊  府  海  
野  中  田  
町  町  町  

図6－2－13 旧安芸郡の事業所 事業所統計  

拡
大
集
中
化
の
傾
向
が
進
 
 

み
、
事
業
所
当
た
り
の
従
業
 
 

者
数
が
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

旧
安
芸
郡
内
 
熊
野
町
は
 
 
 

の
産
業
構
造
 
旧
安
芸
郡
 
 

内
の
他
の
町
と
の
比
較
で
み
 
 

る
と
、
第
二
次
産
業
の
比
重
 
 

が
高
く
、
と
り
わ
け
製
造
業
 
 

の
し
め
る
割
合
が
高
い
。
第
 
 

三
次
産
業
は
、
相
対
的
に
低
 
 

く
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
・
小
売
 
 

業
の
占
め
る
比
重
も
相
対
的
 
 

に
低
い
。
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図6－2－14 旧安芸郡の従業者（人）  事業所統計  

安  箱  弟  阿  
蔓  延  野  戸  
町  町  川  町  
町  

熊 府  溝 板  
雪子  中  田 町 町 町 町  

図6－2－15 旧安芸郡内の従業者（一事業所当たり）  
事業所統計  
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業
者
、
同
年
間
販
売
額
お
よ
び
従
業
者
当
た
り
の
年
間
販
売
額
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
（
t
九
七
二
）
か
ら
五
十
 
 

四
年
（
一
九
七
九
）
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
店
舗
当
た
り
の
従
業
者
数
が
少
し
つ
つ
で
は
あ
っ
て
も
増
大
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
は
 
 

か
り
で
な
く
、
店
舗
当
た
り
の
販
売
額
の
伸
び
が
、
従
業
者
当
た
り
の
伸
び
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
 
 
 

小
売
業
の
業
種
別
内
訳
を
み
る
と
、
商
店
数
、
従
業
者
、
販
売
額
、
売
場
面
積
と
も
に
飲
食
料
品
店
が
も
っ
と
も
多
く
、
ま
た
、
 
 

伸
び
率
の
い
ち
じ
る
し
い
の
は
家
具
・
建
具
・
什
辞
関
係
や
自
動
車
・
自
転
車
関
係
で
あ
る
。
販
売
額
に
つ
い
て
も
、
店
舗
当
た
り
 
 
 

欝
六
章
 
現
 
 

代
 
 

図6－2－16 旧安芸郡内の人口百人当たりの事業所・従業  

者（昭和53年）事業所統計 住民基本台帳   

事
業
所
の
数
は
、
府
中
、
海
田
に
つ
い
で
多
い
が
、
従
業
者
数
は
さ
ら
に
船
 
 

越
や
瀬
野
川
よ
り
も
少
な
い
。
大
規
模
な
事
業
所
が
少
な
い
た
め
に
、
一
事
業
 
 

所
当
た
り
の
従
業
者
、
人
口
百
人
当
た
り
の
事
業
所
・
従
業
者
の
数
も
多
く
ほ
 
 

。
 
 

界
の
景
気
変
動
に
よ
っ
て
、
大
き
く
増
減
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
 
 

い
し
て
、
小
売
業
お
よ
び
飲
食
業
は
、
町
内
の
人
口
の
増
加
、
消
費
生
活
の
多
 
 

様
化
、
現
金
収
入
の
増
加
等
に
と
も
な
う
消
費
需
要
の
増
大
を
反
映
し
て
、
年
 
 

々
比
較
的
安
定
し
た
伸
び
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

卸
売
業
に
つ
い
て
ほ
次
章
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
以
下
、
小
 
 

売
業
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
行
う
。
従
業
者
、
年
間
販
売
額
、
商
店
数
、
売
 
 

場
面
積
等
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
恨
調
な
伸
び
が
み
ら
れ
る
。
店
舗
当
た
り
の
従
 
 

商
業
 
 
熊
野
町
の
商
業
は
、
大
別
す
れ
ば
、
卸
業
、
小
売
業
、
飲
食
店
か
ら
 
 

な
っ
て
い
る
。
卸
売
業
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
毛
筆
関
係
で
あ
り
、
業
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蓑6－2－15 熊野町の商業  

販  売  額（百万円）  

商 店 数（J古）      従業者数（人）              昭31  45  49  51153   昭31145l49l51     53  叫4ヲ   49  51t53   

卸 業  56  15  13l9   14  160  46  40  28  65  21  508  1，298  666  1，589   

小売業  102146   157  190  211  317  382  503  647  752  19  950  3，913  5，662  7，53   
飲食業    18  19  33  53    38  41  69      44  194  200  

計  158  179  189  182  225  377  466  584  744 817   40  1，502  5，405  6，528  9，126   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

「熊野町総合基本計画」昭和55年他より  

回6－2－18 熊野町の小売業の効率   図6～2－17 熊野町の小売業  

性 商業統計より作成  商業統計より作成  
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現
 
 

∧一？∴ ？言購  

㌧∵∴ィ㍍－■J∴√  

図62－19 刷轟出 亘－き岩一批い  

ま
た
は
従
業
者
当
た
り
と
も
に
、
さ
ら
に
店
舗
当
た
り
の
従
業
者
に
つ
い
て
も
、
飲
食
 
 

料
品
が
や
や
他
の
業
績
を
リ
ー
ド
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
小
売
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 

町
内
の
商
店
街
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
の
経
常
実
態
は
、
小
規
模
商
店
が
大
半
で
個
々
の
 
 

力
は
非
常
に
弱
い
も
の
が
あ
り
、
商
店
街
を
と
り
ま
く
諸
問
題
を
解
決
し
て
い
く
に
は
、
商
 
 

店
が
団
結
し
、
商
店
街
組
織
と
し
て
構
成
員
が
一
体
と
な
っ
て
対
処
す
る
し
か
な
い
。
‥
 
 

従
来
の
商
店
街
活
動
に
対
す
る
構
成
員
の
参
加
姿
勢
が
消
極
的
で
あ
っ
た
の
は
、
集
団
と
 
 

し
て
の
努
力
目
標
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
ー
困
と
考
え
ら
れ
、
組
織
内
で
の
商
 
 

店
街
の
魅
力
化
策
を
早
急
に
検
討
し
構
成
員
の
合
恵
を
得
て
達
成
に
取
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
 
 

る
。
 
 

図6220 イ三と同じ  

囲6－221町道の両側の家並  

たLたちの熊野町」   

わ
り
 
 

よ
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 図62－23 商宙衛（県営鴫野田地）  図6【2－22 商店街（中粥区）  

回6－2－24 食料品店内の風景  
図62－25 熊野町内のスーパー   

撃謬鱒閤攣照野弊  ： 
、、  

1ヽ  

績
断
片
 

嶺馳  

呈 ん 
回6－2－26 スーノミーーーマーケット  

の駐車場『わたした  
ちの熊野町』より   

図6－2、27 スーパーの買物吼景  

『あたしたちの熊野  
町』より  
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写
真
材
料
（
文
化
品
）
、
贈
答
品
な
ど
で
あ
る
。
流
行
や
趣
味
、
高
級
呉
服
等
の
比
較
的
高
額
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
（
以
上
、
『
熊
 
 
 

第
六
葦
 
現
 
 

図6¶2－28桜通1十ナンしたスーパー  

ま
た
、
構
成
員
は
商
店
街
の
振
興
を
目
標
に
、
惰
性
や
自
店
の
つ
ご
う
に
流
れ
る
こ
と
な
く
、
共
 
 

同
意
識
、
相
互
信
栢
を
基
調
と
し
て
、
協
力
、
協
調
、
結
束
を
は
か
り
、
公
平
に
責
任
を
分
ち
あ
え
 
 

る
共
同
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
集
団
の
中
で
の
繁
栄
を
心
が
け
ら
れ
た
い
ゥ
 
 

（
広
島
風
中
小
企
業
指
導
所
『
熊
野
町
商
店
街
診
断
報
告
書
』
昭
和
五
十
六
年
三
月
）
 
 

な
お
、
町
内
地
区
別
の
買
物
動
向
ほ
、
表
6
－
2
－
2
0
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
 
 

を
ふ
ま
え
た
小
売
業
の
近
代
化
、
合
理
化
と
経
営
安
定
策
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
 
 

元
町
内
で
購
入
さ
れ
る
割
合
が
高
い
も
の
は
、
寝
具
・
寝
装
品
、
シ
ャ
ツ
・
下
着
・
そ
の
他
の
 
 

材
料
（
以
上
、
衣
料
品
）
、
化
粧
品
∵
小
間
物
（
身
の
回
り
品
）
、
家
庭
用
電
気
器
具
、
自
転
車
・
子
 
 

供
乗
物
（
耐
久
消
費
財
）
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
時
計
・
メ
ガ
ネ
、
書
籍
・
文
具
（
文
化
品
）
、
医
薬
 
 

図6－2－29 『綿野町商店街  
診断報告書』（昭  

和56年3月）  

品
、
金
物
・
日
用
雑
貨
（
日
用
品
）
、
青
果
・
鮮
魚
・
精
肉
、
菓
 
 

子
・
パ
ン
・
飲
料
、
そ
の
他
の
一
般
食
品
（
食
料
品
）
な
ど
。
町
 
 

内
の
ス
ー
パ
ー
（
サ
ン
ユ
7
－
ズ
）
や
農
協
で
購
入
さ
れ
る
優
向
 
 

の
強
い
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
シ
ャ
ツ
・
下
着
・
そ
の
他
 
 

の
材
料
、
食
料
品
関
係
で
あ
る
。
 
 
 

町
外
と
く
に
旧
広
島
市
内
で
購
入
さ
れ
る
傾
向
の
強
い
も
の
 
 

に
は
、
紳
士
服
・
服
地
、
婦
人
・
子
供
服
・
服
地
（
衣
料
品
）
、
 
 

カ
バ
ソ
・
袋
物
（
身
の
回
り
品
）
、
楽
器
・
レ
コ
ー
ド
、
カ
メ
ラ
・
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表6－2－16 熊野町の小売業一業種別商店数－  

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

商業統計  

蓑6－2－17 熊野町の小売業一業種別従業者数一  

昭和31年  47  51  54   

織物・衣料・身の回り品   
飲   食   料   口H   
自 動 車・自 転 咋   
家 具・建 真・什 器   
そ  の  他   34  67  57  63             120  194  284  344        四  24  36  47       12  39  53  78              40  159  217  220   

計   217  483  647  752  
商業統計  

表6－2－18 熊野町の小売業業粍別年間販売額⊥  （万円）  

商業統計  

表62－19 熊野町の小売業業種別売場面精一  （ポ）  

商業統計  
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）
 
≠
竺
凶
空
電
芸
ざ
諦
 
 

『
審
項
一
｛
一
1
認
詰
寄
砂
琴
草
拍
』
 
h
ヾ
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表6－2－21業種別屑物割合  
（％）  

第
l
一
節
 
産
業
・
経
済
 
 

前表と同じ  

ノ ご′㍗“人、  済琴警 

回6－2－31最近逓刊しじ遊戯場（パテ 図6－2－30 郊外J千旦のレストラン  

ンコ）  
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表6－2－22 田畑・山林の面積  

第
六
章
 
現
 
 

『筆の町熊野詰』より  
表6－2－23 農業経営の規模  野

町
商
店
街
診
断
報
告
書
』
の
調
査
を
参
照
）
。
な
お
、
近
年
遊
 
 

戯
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
進
出
も
み
ら
れ
る
。
 
 

昭
和
三
十
年
代
こ
ろ
ま
で
、
農
業
や
山
林
の
状
況
 
 
 

農
業
 
 
 
 
 
に
お
い
て
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
さ
ほ
ど
大
き
な
 
 

変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
三
十
一
年
度
に
 
 

お
け
る
田
畑
・
山
林
の
状
況
を
み
る
と
、
田
四
三
四
・
九
 
 

町
、
畑
一
二
七
二
二
町
で
耕
地
面
積
は
五
六
二
・
二
町
（
＝
 
 

約
五
五
七
二
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
山
林
二
五
八
八
町
（
＝
約
二
五
 
 

六
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
以
上
合
計
面
積
が
三
一
五
〇
二
一
 
 

町
（
＝
約
三
一
二
四
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

農林省食棍事務所調（昭和30．10．20  
現在）  

同上  
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表6－2－24 昭和30年農産物生産高  

種  別  作 付 面 積  収 穫 面 積  推 定 反 収  推 定 実 収   
反   反   石   石  
4，621   4，621   2．744   12，680  

稲†芸芸  
1717 17   1．334   23   

計   4，638   4，638   2．739   12，703   

276   276   1．707   471  

麦  453   450   2．295   1，033  

‡蓋喜  1，442   1，442   1．707   2，462   

計   2，171   2，168   5．709   3，966   

耳  筑  
な ナ＝ ね   102   102  1，078  110   

甘   藷   716   716   443   317，188   

馬 鈴 薯   189   189   296   55，890   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

昭和31年版広島農林水産統計年誌  

同  前  

表針－2－25 頁日野町における農業経営  

農業セソサス報告ほか  
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昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
農
業
生
産
者
戸
数
は
一
一
九
六
戸
、
生
産
者
人
口
六
一
八
七
人
（
一
戸
当
た
り
平
均
＝
五
・
二
人
）
で
、
 
 

耕
地
面
積
四
三
六
・
二
町
、
一
戸
当
た
り
で
は
三
反
六
畝
（
＝
〇
二
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
っ
た
。
同
年
の
町
内
全
戸
数
二
一
八
二
戸
 
 

の
五
四
・
八
％
、
全
人
口
九
八
一
二
人
の
六
三
二
％
が
農
業
関
係
者
で
し
め
ら
れ
て
い
た
。
主
な
農
産
物
は
水
稲
、
裸
麦
、
甘
藷
 
 

な
ど
で
あ
り
、
大
部
分
は
自
家
用
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
の
後
の
全
国
的
な
高
度
経
済
成
長
に
つ
れ
て
、
熊
野
町
に
お
い
て
も
農
家
人
口
や
燵
家
戸
数
は
減
少
傾
向
を
示
し
、
昭
和
五
十
 
 

年
（
一
九
七
五
）
で
は
、
農
家
人
口
四
〇
三
七
人
、
農
業
従
事
者
二
七
九
九
人
、
農
家
数
九
三
七
戸
（
う
ち
、
八
二
九
戸
、
八
八
・
五
パ
ー
 
 
 

第
六
章
 
現
 
 

図6－2「32 実りの秋  

酢
ぎ
≧
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図6－2－33 窟き 作 業  
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表6－2－26 熊野町における農業および畜産等の生産高  

昭35   

40   45   50   

農業租生産覆百   160百万円   278   264   481   

うち 米   95   164   161   313   

（米の比重）   （59，4ガ）   （59．0）   （61．0）   （65．1）   

野   菜   22   44   44   82   

果   実   8   13   14   13   

畜   産   22   45   45   39   

牛 飼 養 頭 数   549懲   360   130   80  

乳 用 牛   12   10   20   

肉 用 牛   537   350   110   80  

豚 飼 養 頭 数   2   20   350   250   

採卵鶏飼養羽数   5千羽  2   

篤 卵 出 荷 量   12   109   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 
 

広島県農林水産統計年報  

セ
ン
ト
は
兼
業
生
の
第
二
種
兼
垂
）
と
な
り
、
耕
地
面
積
も
≡
八
七
ヘ
ク
タ
 
 

ー
ル
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
農
家
当
た
り
で
み
る
と
、
農
家
人
口
四
・
 
 

三
人
、
耕
地
面
積
〇
・
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
農
家
人
口
 
 

は
、
全
町
民
の
約
二
割
程
度
に
ま
で
後
退
し
て
い
る
。
 
 
 

農
業
生
産
額
は
、
昭
和
五
十
年
で
、
四
億
八
一
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
 
 

が
、
そ
の
六
五
・
一
％
は
米
の
生
産
で
あ
る
。
野
菜
、
果
実
、
畜
産
等
 
 

の
生
産
も
若
干
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
自
家
用
生
産
の
域
忙
と
 
 

ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
牛
、
豚
、
親
等
の
飼
養
も
わ
ず
か
で
は
 
 

あ
る
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 
 

、ト、・  

図6－2－34 広島ふるさと一品  

運動参加商品   
近年の急激な都市化の進展は、優良県  

用地の減少、経営規模の零細化、兼業化  
による農業生産意欲の減退など、農業の  

後退を余儀なくさせています。しかし農  
業の振興は、単に農家の所得向上だけで  
なく、緑のオープソスペースとして貴重  

な役割を果たしており、盛業生産基盤の  
整備を積極的に行うことにより農用地の  
保全を図るとともに農地の高度利用の促  
進と生産性の高い典薬の振興に努めてい  
ます。  町勢要覧より  
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表6－2－27 熊野町民の所得の推移  

第
六
章
 
現
 
 

広島県統計課  

所
得
 
 で
き
る
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
四
・
 
 

五
億
円
、
二
六
三
・
六
億
円
、
二
九
≡
・
七
億
円
、
町
民
一
人
当
た
り
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
 
 

五
・
一
万
円
、
一
一
六
・
七
万
円
、
一
三
〇
万
円
で
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
（
l
九
六
二
）
 
 

か
ら
の
伸
び
率
は
、
個
人
所
得
、
分
配
所
得
、
町
内
純
生
産
の
順
で
あ
っ
た
。
町
民
一
人
 
 

当
た
り
の
個
人
所
得
が
〓
二
〇
万
円
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
世
帯
当
た
り
三
・
五
人
 
 

と
す
れ
ば
四
五
〇
万
円
程
度
と
な
る
。
 
 

農
業
協
同
組
合
穿
町
に
お
け
る
金
融
機
習
し
て
は
、
農
協
す
な
わ
ち
農
業
協
同
 
 

組
合
が
も
っ
と
も
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
戦
後
の
農
協
は
、
昭
 
 
 

町
民
の
所
得
は
、
町
内
の
純
生
産
、
分
配
所
得
、
個
人
所
得
か
ら
知
る
こ
と
が
 
 

昭祁37  42  47  52年  

図6－2－35 熊野町民の所得  

広島県統計課  
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和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
施
行
と
な
っ
た
農
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
目
的
は
、
農
民
が
彼
 
 

ら
の
経
済
的
利
益
を
図
る
た
め
の
協
同
組
合
を
組
織
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
農
産
物
の
生
産
・
販
売
、
生
産
資
材
の
購
買
、
 
 

金
融
、
技
術
経
営
指
導
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
共
同
利
用
施
設
の
設
置
、
農
業
経
営
の
受
託
な
ど
も
そ
の
事
菜
と
し
て
い
る
。
そ
の
組
 
 

織
は
、
中
央
に
全
国
組
織
と
し
て
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
あ
り
、
そ
の
下
に
、
都
道
府
県
組
織
と
し
て
販
売
、
購
買
、
信
 
 

用
、
共
済
、
開
拓
、
畜
産
、
義
軍
厚
生
等
の
各
農
協
連
合
会
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
末
端
の
組
織
と
し
て
市
町
村
レ
ベ
ル
に
単
位
幾
 
 

協
が
位
置
づ
く
。
い
わ
ゆ
る
高
度
成
長
期
以
降
（
昭
和
三
十
六
年
の
農
業
協
同
組
合
合
併
助
成
法
に
よ
る
）
、
合
併
等
に
よ
っ
て
大
型
化
の
 
 

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
ス
ー
パ
Ⅰ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
事
業
が
多
面
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
米
価
運
動
等
を
通
じ
 
 

て
有
力
な
圧
力
団
体
と
し
て
も
機
能
し
、
ま
た
金
融
事
業
等
も
農
業
外
へ
と
拡
散
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

熊
野
町
忙
お
け
る
農
協
の
歴
史
は
、
戦
前
つ
ま
り
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
六
月
二
十
日
に
設
立
さ
れ
た
熊
野
町
信
用
組
合
（
創
業
同
 
 

年
八
月
十
日
）
に
ま
で
、
さ
か
の
ば
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
降
、
熊
野
町
信
用
販
売
利
用
組
合
（
設
立
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
）
、
 
 

熊
野
町
農
業
会
（
設
立
昭
和
十
九
年
）
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
農
協
法
に
基
づ
き
、
昭
和
二
 
 

十
三
年
五
月
五
日
に
熊
野
町
農
業
協
同
組
合
と
し
て
設
立
（
事
業
開
始
、
同
年
八
月
十
五
日
）
を
み
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
年
四
月
三
 
 

十
日
付
で
安
芸
地
域
陸
地
部
六
農
協
と
の
合
併
に
よ
っ
て
安
芸
農
業
協
同
組
合
の
系
列
に
参
画
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
間
の
主
な
組
織
的
拡
張
や
事
業
内
容
等
の
変
化
を
記
述
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
戦
前
で
は
、
設
立
後
六
年
を
 
 

経
て
、
事
務
所
の
移
転
が
行
わ
れ
た
（
昭
和
九
年
七
月
二
十
三
日
、
中
溝
の
現
在
の
位
置
）
。
全
国
的
に
は
い
わ
ゆ
る
経
済
の
軍
事
化
、
統
 
 

制
の
強
ま
り
、
農
村
不
況
の
波
の
お
し
よ
せ
る
中
で
、
熊
野
町
信
用
組
合
は
創
業
十
周
年
を
む
か
え
た
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
 
 

月
に
購
買
事
業
と
販
売
事
業
を
開
始
し
た
。
つ
ま
り
、
購
買
、
販
売
、
利
用
の
各
事
業
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
四
徳
光
営
形
態
正
拡
張
 
 

充
実
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
と
り
も
な
お
さ
ず
配
給
統
制
経
済
へ
の
対
応
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
年
に
ほ
萩
原
農
業
倉
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二
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毒
甜
 
汁
托
「
ノ
蕃
知
舞
諸
声
頭
書
】
心
 
 

椙
無
料
－
言
付
ヰ
か
覇
普
【
常
 
 

緑
8
蒜
弊
d
一
計
が
0
 
 

割
菰
ニ
ュ
且
口
 
 

づ
く
全
国
的
統
制
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
 
 
 

時
の
体
制
へ
の
動
員
が
ほ
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
戦
後
の
農
協
法
の
制
定
ま
で
続
い
た
。
し
た
が
っ
て
熊
野
町
農
業
会
も
昭
 
 

和
二
十
三
年
八
月
十
五
日
を
も
っ
て
解
散
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
施
設
の
拡
張
等
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
五
年
 
 

支
所
竣
工
、
鉄
筋
造
り
の
金
融
部
事
務
所
の
落
成
、
同
二
十
八
年
六
月
四
日
事
業
部
中
瀬
支
所
の
開
設
、
同
三
十
年
十
二
月
一
日
鉄
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洲
の
－
帖
－
N
り
 
愚
者
∽
－
梢
柵
8
 
 

簿
掴
詰
面
商
品
 
 

講
惑
言
ヱ
嘩
弊
 
 

（
溺
蛍
∽
個
蹄
＝
】
0
0
）
 
 

農
業
組
合
活
動
の
活
発
化
 
 

（
一
九
五
〇
）
五
月
徳
坊
子
、
出
来
西
倉
庫
が
萩
原
へ
移
転
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日
に
追
分
 
 

妾
甜
 
帝
報
知
＞
コ
声
前
知
臓
響
〓
捏
か
車
欄
－
芸
－
ロ
日
学
瑚
‥
吋
帥
感
付
「
汁
0
 
 

蟄
飾
付
刃
口
 
 
 

庫
が
建
築
を
み
、
さ
ら
に
翌
十
六
年
に
は
追
分
倉
庫
と
出
来
倉
庫
の
購
入
も
な
さ
れ
て
い
 
 

る
。
熊
野
町
農
業
会
の
設
立
（
昭
和
十
九
年
）
は
、
昭
和
十
八
年
の
農
業
団
体
法
の
設
立
に
塞
 
 

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
農
業
に
お
け
る
供
出
・
配
給
・
生
産
統
制
∴
労
働
力
統
制
な
ど
、
戦
 
 

湘
の
－
N
苫
 
跡
継
蚕
豆
習
坤
8
掘
蕗
矧
（
コ
）
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図6－237 昭和44年当時の貴覧野町  

農協会館 落成記念の  
パンフレットより  

図6－2－36 熊野町幾竺業協同糾合木部  

（昭和30年代巾ごろ）  

図6－2－39 んの内部  

図6238 現在の博脚】1  

農協会館  
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図6－2－40植野Itり■農業協同組合（昭和30年  

代中ごろ）  国6¶241r酬叩］‘農業協lり抱  

合追分支所（昭和  

30年代中ごろ）  

表6－2－31熊野町農業協同組合  

49年度は安芸農協合併時の旧熊野町農協分の合計（含熊野跡支所）、但し組合員数と出  

資金は48年度分  

資料：昭和31年度までは片川進・登里良太郎編『筆の町熊野誌』より 45年度は「熊  

野町農協、49年度は安芸農協の「事業報告苦」による  

表6－2－32 熊野町農業協同組合の指数（31年＝100）  

前表より算出  
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表6－2－33 熊野町農業協同組合の組合員数・出資金（昭和46年庶）  

準   組 合  出資金額  一人当り  配当金  出資予   区  正  出資額  約貯金   

∵   人   人  ㊧人  （諺  円  雷円  （年7分）円   特  
呉 地   191   別 配  
出来庭   306  20   

中 溝   503   29  532  6，587，600  12，382  439，380  269，113   金   
萩 原   381   18  
城之堀   301  8  

初 神   109  7  

新 宮   206  4  

川 角   69  5  74  667，600  9，021  42，764  24，128  

平 谷   79  6  85  943，600  11，101  60，382  33，919  五   

団 地  146   

熊野跡  294  34  328  4，801，600  14，639  322，216  56も594   
合計  2，439  281  2，720  28，658，000  10，536  1，869，752  1，495，397   

第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

『事業報告書』より  

筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
一
一
階
建
の
萩
原
農
業
倉
庫
の
落
成
を
み
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
七
年
三
月
に
は
、
熊
野
町
農
協
が
貯
蓄
優
秀
組
合
 
 

と
し
て
大
蔵
大
臣
や
日
銀
総
裁
か
ら
表
彰
さ
れ
、
多
彩
な
祝
賀
 
 

行
事
が
行
わ
れ
た
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
業
績
の
推
移
 
 

は
表
6
2
－
3
1
・
3
2
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
っ
た
。
組
合
 
 

員
数
四
五
二
人
で
出
発
（
昭
和
三
年
）
は
、
同
十
五
年
度
は
〓
二
 
 

七
七
人
、
戟
前
最
高
の
一
五
」
六
人
（
昭
和
十
八
年
度
）
が
記
録
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

戦
後
の
復
興
期
は
千
数
百
人
で
推
移
し
て
い
た
組
合
員
数
は
 
 

高
度
成
長
期
と
熊
野
団
地
の
完
成
に
よ
る
町
人
ロ
の
急
増
を
反
 
 

映
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
に
ほ
一
挙
に
倍
増
し
た
。
戦
後
に
お
 
 

け
る
熊
野
町
農
業
協
同
組
合
の
業
績
の
推
移
は
表
6
1
2
－
 
 

3
3
・
3
4
に
示
さ
れ
て
い
る
。
購
買
売
上
高
、
貸
付
金
、
貯
金
高
、
 
 

出
資
金
、
組
合
員
数
の
順
で
伸
び
率
が
認
め
ら
れ
る
。
人
口
の
 
 

急
増
は
、
購
買
や
貸
付
に
も
っ
と
も
端
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
 
 

と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
 

昭
和
四
十
六
年
度
に
お
け
る
熊
野
町
農
業
協
同
組
合
の
地
区
 
 

別
構
成
と
業
績
内
容
を
蓑
6
2
1
3
5
に
か
か
げ
る
。
会
員
数
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蓑6－2－34 熊野町農業協同組合（昭和46年度）  

区  分  定  期  積  立  普  通  当  座  合  計   

年  利％  6．1 5．85   4．0   2．25   0   （4．2）   

年間残高（百万円）   1，173   144   700   41   2．058   

構  成  比％   57   7   34   2   （100）   

第
二
節
 
産
業
・
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済
 
 

（2）貸 付 金  

区  分  営 農  住  宅  保  証  担  保  其の 他  合  計   
9   323   96   550   217  1，195   

平均残高（百万円）              構  成  比％  1   21 1 8   46   
18   100   

（3）購   買（支所別）  
（百万円）  

区分  店舗  食品  生活 用品  燃料  月巴料  農薬  生産 材  ■一－・il・ 具  飼料  建材  電器  自動 奉  合 計   

萩原  220 0 166  20  四  136  88  51  79  138  L50 8 13  18  63  275  1，079  追分   68  54  38  36  25  33  96   29  33  53  473  跡   118  68  40  36  27  30  113   36  28  33  703  合計  387  206  134  215  160  103  140  347  71  243  125  101  2，255   
は
、
中
濃
、
萩
原
、
出
来
庭
、
娩
之
掘
地
区
に
集
 
 

中
し
て
い
る
。
準
組
合
員
ほ
そ
の
約
五
割
を
こ
え
 
 

る
数
で
団
地
地
区
に
集
中
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
 
 

昭
和
四
十
年
代
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
 
 

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
貯
金
は
定
期
が
約
六
割
、
普
 
 

通
が
三
割
強
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
貸
付
金
ほ
 
 

担
保
が
五
割
弱
、
住
宅
が
三
割
弱
で
、
営
農
関
係
 
 

が
わ
ず
か
一
％
に
し
か
た
っ
し
て
い
な
い
。
ま
た
 
 

3
0
 
2
5
 
2
0
 
 

■
 

47 48 49年  
月）と同）  

図6－2－42 熊野町虚業協同組合 貯金と貸  

付金の推移 前表と同じ  
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図62－44 勅潤のガ豊協スーパー   図6－243 安芸遭協扶帰虻骨  

（昭和62年4月以降支店）  

図6－2－46 安芸闇摘摘印即■Ⅲ支所  国6245 現在の安ご濃協熊野倉庫  
（萩一京）  （萩原）  

囲6－2－48 安芸藍協2号倉址（追分）   図6－2－47 安芸羞隻協追分支所  
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囲62－50 安芸畏職肘t嘲†‡  囲6「249 安二農協剛技研  

（貯金・貸付金）  1  2  （単位 百万円）2．8   

226  

一昨全   
一昔付   

（共 済）1  2  3  4  5  

『業務報告哲』より  
図6－2－51安芸農業協同組合の各支所別貯金・貸付・共済の推移  

昇1年度（昭弧 5．1～51．3．31）  
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表6－2－35 安芸農業協同組合（熊野町関係）の業績  

出資金額  
支 所  組合員数 （人）  1人当たり  （万円）  貯金残高 （百万円）  貸付金残高 （百万円）  共済事業保 有 高 （百万円）  購買事業供 給 高 ぐ百万円）   

追 分   543  31，634  1，648   653   4，306   97．7  
（40）  （1，317）   （79．7）   

5，598   196．3  

萩 原  1，085  34，6SO  1342   512  

熊 野  1，484  39，312  4，174 （2，784）  4，225 （2，590）  9，637 （3，738）  
団 地  679  27，922  1，543 （773）  822 （109）  3，510 （1，084）  

第
六
章
 
現
 
 
代
 
 

『事業報告書』より作成  
注 第6年度（昭55．4．1～56．3．31）。ただし、（）内は第1年度（昭50・5．   

1～51．3．31）  

購
買
関
係
に
も
、
町
民
の
生
活
様
式
の
変
化
の
様
子
が
う
か
が
え
て
興
味
 
 

深
い
。
 
 
 

昭
和
四
十
年
代
後
半
の
貯
金
と
貸
付
金
の
推
移
が
園
6
－
2
1
4
2
に
示
 
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
貯
金
は
約
一
二
倍
円
か
ら
三
四
億
円
へ
二
・
九
倍
 
 

増
、
貸
付
金
は
細
字
六
億
円
か
ら
二
〇
億
円
へ
三
・
七
倍
と
増
加
し
た
。
 
 

と
く
に
貸
付
活
動
が
こ
の
時
期
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
吾
安
芸
農
業
協
同
組
合
へ
合
併
し
た
年
の
旧
熊
 
 

野
町
農
業
協
同
組
合
関
係
の
支
所
の
他
支
所
と
の
比
較
が
図
6
1
2
－
5
1
 
 

に
示
さ
れ
て
い
る
。
熊
野
支
所
は
貯
金
、
貸
付
は
い
ず
れ
も
そ
の
他
の
支
 
 

所
よ
り
も
傑
出
し
て
お
り
、
共
済
に
お
い
て
は
中
野
支
所
お
よ
び
小
農
滞
 
 

支
所
に
次
い
で
第
三
位
に
位
置
づ
い
て
い
る
。
 
 
 

農
業
協
同
組
合
活
動
は
、
近
年
ま
す
ま
す
「
脱
農
業
」
化
の
候
向
を
強
 
 

め
て
い
る
と
と
も
に
、
一
般
の
金
融
機
関
に
近
づ
い
て
い
る
。
熊
野
町
内
 
 

に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
認
め
う
る
。
さ
ら
に
、
ス
ー
パ
ー
活
動
等
を
通
 
 

じ
て
ま
す
ま
す
町
民
の
日
常
生
活
に
深
く
広
く
浸
透
し
て
い
る
。
 
 

熊
野
町
に
お
け
る
代
表
的
金
融
機
関
の
も
う
一
つ
は
、
信
 
 

た
土
着
の
金
融
機
関
と
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
八
月
五
日
開
 
 
 

信
用
組
合
 
 
用
組
合
で
あ
る
。
そ
の
沿
革
は
、
熊
野
町
に
本
店
を
も
っ
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図6－2【52 柱野It椚．キ用組合（昭和30年  

代前半ごろと思われる）  

設
の
熊
野
信
用
組
合
で
も
っ
て
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
 
 

六
）
三
月
一
日
に
安
芸
信
用
組
合
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
付
で
広
島
県
 
 

厚
生
信
用
組
合
お
よ
び
五
日
市
信
用
組
合
と
合
併
し
、
広
島
県
中
央
信
用
組
合
熊
野
 
 

支
店
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
以
降
は
、
広
島
県
信
用
組
合
と
改
め
ら
 
 

れ
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
 
 
 

信
用
組
合
は
、
も
と
も
と
中
小
企
業
金
融
専
門
棟
関
で
あ
っ
て
、
中
小
企
業
等
協
 
 

同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
施
行
）
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
中
 
 

小
企
業
等
が
相
互
扶
助
の
精
神
に
立
脚
し
、
協
同
し
て
事
業
を
行
う
目
的
で
信
用
協
 
 

同
組
合
や
事
業
協
同
組
合
等
を
設
立
す
る
ば
あ
い
に
適
用
さ
れ
る
。
特
徴
と
し
て
、
 
 

図6－∴ト53 安芸信川組合（雁和卯年代  

前半ごろと思われる）  

相
互
扶
助
、
加
入
・
脱
退
の
自
由
、
議
決
権
の
平
等
な
ど
の
協
同
 
 

組
合
原
則
（
＝
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
）
が
導
入
さ
れ
、
独
占
禁
止
法
の
 
 

適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
点
が
、
あ
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

信
用
組
合
で
は
、
組
合
員
が
出
資
し
て
組
合
員
の
預
金
の
受
 
 

入
、
組
合
員
へ
の
貸
出
し
を
行
う
。
信
用
組
合
の
組
合
員
は
、
中
 
 

小
企
業
の
事
業
者
の
み
に
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
組
合
の
地
 
 

区
内
に
居
住
す
る
老
、
勤
労
に
従
事
す
る
老
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
 
 

組
合
の
事
業
と
し
て
は
、
資
金
貸
付
、
手
形
割
引
、
預
金
、
定
期
 
 

預
金
の
受
入
の
ほ
か
に
、
内
国
為
替
取
引
、
有
価
証
券
の
払
込
の
 
 
579  



第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

受
入
、
元
利
金
・
配
当
金
の
支
払
の
取
扱
い
、
有
価
証
券
・
貴
金
属
等
の
保
護
預
り
等
の
金
融
業
務
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

図6－2－55 広島リー㌔小央に用組合熊野支  

店（昭和40年代末から昭和  

50年代頭初ごろと思われ  

る）  

図6－254 広．拙爪中央信用親書  

鮨野支店（昭和50年  

代中ごろ）  

昭
和
五
十
四
年
現
在
、
全
国
に
四
八
九
組
合
が
あ
っ
た
。
 
 
 

信
用
組
合
と
類
似
の
機
関
と
し
て
信
用
金
膵
と
称
さ
れ
る
 
 

も
の
が
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
、
そ
の
特
徴
点
を
述
べ
て
お
 
 

こ
う
。
信
用
金
庫
は
、
昭
和
二
十
」
ハ
年
（
一
九
五
こ
制
定
の
 
 

信
用
金
庫
法
転
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
。
や
は
り
、
中
小
企
 
 

業
金
融
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。
会
員
出
資
に
よ
る
地
縁
的
協
 
 

同
組
織
で
あ
る
が
、
預
金
・
貸
出
業
務
が
中
心
と
な
る
点
で
 
 

一
般
の
銀
行
に
類
似
し
て
お
り
、
他
方
、
与
信
の
対
象
が
原
 
 

絹
騙
感
 
〕
 
則
と
し
て
会
員
に
限
ら
れ
て
い
る
点
で
個
有
 
 

図6－2－56 同＿l二西熊異干支店（同上）  

の
特
徴
を
も
つ
。
沿
革
的
に
は
、
市
街
地
の
 
 

信
用
組
合
か
ら
発
展
す
る
も
の
が
多
く
、
し
 
 

だ
い
に
地
縁
的
性
格
が
名
目
化
し
、
商
業
銀
 
 

行
的
な
色
彩
を
強
め
る
傾
向
に
あ
る
。
 
 
 

熊
野
町
に
お
け
る
信
用
組
合
の
設
立
に
い
 
 

た
る
経
緯
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
戦
後
の
 
 

毛
筆
業
界
の
隆
盛
正
と
も
な
い
地
元
に
お
け
 
 

る
業
者
の
金
融
活
動
は
頻
繁
化
し
て
い
 
っ
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…‾‾‾T 
、 

∴ 
． 

、・′帖∴∴予∵Ⅷ削サ鱒＝＿∴1ごよ讃ニニニ   
園62－58 広鈷県一計≠肛合樽野支  

店新郎F ノペンフレット  

より  

国62－57 安芸侶用組合のマーク  

た
。
従
来
の
業
界
向
け
金
融
機
関
は
川
尻
信
用
組
合
で
あ
っ
た
た
め
、
地
理
上
 
 

の
不
便
も
加
わ
っ
て
、
地
元
に
信
用
組
合
設
立
の
要
望
が
高
ま
っ
た
。
政
府
の
 
 

中
小
企
業
対
策
や
県
の
特
別
融
資
制
度
に
も
呼
応
す
る
形
で
、
神
鳥
栄
・
尺
田
 
 

公
・
中
本
次
夫
・
山
吹
周
道
・
佐
々
木
久
祐
・
高
木
正
の
六
名
が
発
起
人
と
な
 
 

っ
て
、
昭
和
二
十
七
年
ご
ろ
か
ら
活
発
な
設
立
運
動
を
行
な
っ
た
。
約
二
か
月
 
 

の
間
に
、
組
合
加
入
賛
同
者
五
〇
八
名
、
出
資
金
三
〇
四
万
三
〇
〇
〇
円
が
集
 
 

め
ら
れ
、
同
年
七
月
二
十
三
日
に
、
地
元
西
光
寺
で
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
 
 

た
。
組
合
長
に
伊
藤
実
姉
、
専
務
理
事
に
世
良
英
雄
、
常
務
理
事
に
馬
上
次
 
 

内
・
神
島
栄
ほ
か
八
名
、
監
事
五
名
が
選
出
さ
れ
た
。
同
年
七
月
三
十
日
に
、
 
 

図6【259 広島県債用組合＝来廠  
出張所  

正
式
に
設
立
認
可
、
同
八
月
五
日
か
ら
業
務
 
 

が
開
始
さ
れ
た
。
組
合
員
の
主
力
ほ
、
地
域
 
 

の
産
業
の
特
性
を
反
映
し
て
製
筆
業
者
で
あ
 
 

り
、
ま
さ
に
地
域
に
密
着
し
た
金
融
機
関
と
 
 

し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
の
後
の
信
用
組
合
の
発
展
は
、
筆
事
業
 
 

の
そ
の
後
の
隆
盛
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
順
当
 
 

な
推
移
を
た
ど
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
一
年
 
 

五
月
に
は
、
そ
の
営
業
地
域
を
隣
村
の
昭
和
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蓑6－2－36 安芸借用組合（旧組合名）の業容の推移（業績等の推移）  

（千円）  

第
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代
 
 
 

『広島県中央信用組合25年史』昭和55年より  
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図6260 広島県イ言用組合撲野支店  

（新しい建物）  

囲6¶2－62 呉信用金庫熊野支店  

村
や
熊
野
跡
村
に
拡
張
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
 
 

五
月
に
は
、
創
立
十
周
年
を
ひ
か
え
て
鉄
筋
コ
ン
ク
 
 

リ
ー
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
二
階
建
延
七
八
坪
の
新
館
を
建
 
 

設
、
瀬
野
川
支
店
開
設
と
同
時
に
、
安
芸
信
用
組
合
 
 

に
改
称
さ
れ
、
営
業
地
域
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
。
 
 

昭
和
四
十
三
年
十
月
に
は
、
同
右
支
店
ほ
新
築
移
転
 
 

さ
れ
た
（
た
だ
し
同
じ
く
瀬
野
川
町
中
野
内
）
。
合
併
後
 
 

囲6－2【61仏諭儲行熊野支店  
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付
金
一
二
億
七
八
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
 
 

ま
わ
っ
て
い
た
。
 
 

昭
和
五
十
年
代
に
は
、
農
業
や
信
用
組
合
以
外
の
金
融
機
関
も
相
続
い
て
町
内
へ
支
店
を
設
立
し
て
き
た
。
昭
和
五
十
三
年
の
広
 
 

島
銀
行
熊
野
支
店
を
は
じ
め
、
呉
信
用
金
庫
や
広
島
相
互
銀
行
等
も
最
近
進
出
を
み
て
い
る
。
 
 
 

第
六
章
 
現
 
 

つ
ま
り
、
組
合
員
数
で
信
用
組
合
、
預
金
額
お
よ
び
貸
付
金
祈
で
農
協
が
、
そ
れ
ぞ
れ
上
 
 

図6－2－63 広島相互鋲行場野  

支店  

は
、
熊
野
町
内
で
さ
ら
に
店
舗
数
が
増
加
さ
れ
た
。
す
な
わ
 
 

ち
、
西
熊
野
支
店
（
昭
和
四
十
八
年
六
月
）
や
出
来
庭
出
張
所
 
 

（
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
が
開
設
さ
れ
、
最
近
で
は
熊
野
支
店
が
 
 

新
築
移
転
（
昭
和
六
十
年
十
t
月
）
し
て
い
る
。
 
 
 

安
芸
信
用
組
合
時
代
ま
で
の
業
績
が
、
表
6
－
2
－
3
6
に
 
 

示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
つ
い
て
 
 

の
熊
野
農
業
協
同
組
合
の
業
績
と
の
比
較
は
次
の
と
お
り
。
 
 

組
合
員
数
二
八
五
二
人
、
預
金
二
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
、
貸
 
 

5＆4  
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